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今回ご紹介した他にも調査相談（レファレンス）事例をホームページに多数ご紹介しています。 

【群馬県立図書館ホームページ＞調査相談＞調査相談事例・郷土人物データベース】 

お問い合わせ：群馬県立図書館 〒371-0017 前橋市日吉町 1丁目 9-1 電話：027-231-3008 

Question 
『智恵子抄』で有名な高村光太郎の妻：智恵子が入院していた際の

主治医が群馬県出身の方だったと聞きました。 

どんな方ですか？ 

Answer 

 高村智恵子の主治医をつとめていたのは、斎藤玉男という精神科医で

した。斎藤玉男は、明治 13年に群馬県南勢多郡苗ヶ島村に生まれ、祖

父に国学者で医師の斉藤多須久がいます。群馬県尋常中学校（群馬県立

前橋中学校・現在の前高）、仙台の第二高等学校（現在の東北大学）、東

京帝国大学医科大学を経て、ジョンズ・ホプキンズ大学へ留学しまし

た。ジョンズ・ホプキンズ大学ではアドルフ・マイヤー教授に師事して

いましたが、このマイヤー教授を紹介したのは野口英世だそうです。 

帰国後、大正 12年に東京品川にゼームス坂病院を院長として開設。

そのゼームス坂病院に高村光太郎の妻：智恵子が入院し、主治医となり

ました。ゼームス坂病院は現代の開放病棟のような形態をとっており、

当時としては時代をはるかに先駆けたものであったようです。 

文学にも関心が深く、第二高等学校在学中には、群馬県尋常中学校の

交友会雑誌「坂東太郎」に詩を寄稿していました。巣鴨病院医員時代の

後輩、斉藤茂吉と親交があり、萩原朔太郎とも交流があったとされてい

ます。 
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事例紹介 １ 


